これから、肯定側の立論を行います。
まず、プランを述べます。

１．小学校１年生から６年生まで、週２回、英語を教科として実施します。現在の「総合的な学習の
時間」を２時間削り、英語学習にあてます。
２．小学校英語教育担当教員を養成します。
３．英語を母語とする教員・補助教員を雇用します。
４．2013年４月から施行します。

では、プランから発生するメリットを2点説明します。

メリット１は「英語運用能力の基礎ができる」です。


まず、発生過程を説明します。

外国語を学ぶのは、早ければ早いほど効果が上がります。日本人の英語運用能力が低いのは、学習の時期を逸しているからです。

　國吉丈夫、千葉経済大学教授は『週刊金曜日』1996年7月12日号の中で以下のように述べています。引用開始。
国吉丈夫「地球時代を生きるために！」『週刊金曜日』1996年7月12日号、pp. 21-22
「脳生理学の研究からも、事例研究からも、経験的にも、人が言語を獲得するには適期があって、二歳から一三歳ぐらいまでであるということがわかっている。さらに、母語を獲得した人が第二の言語として外国語を学ぶ際にも、このことが当てはまるということが実証されつつある。（中略）TOEFLの結果にしても日本人の平均は四九四点で世界最低である。優秀な能力を持った人達が、涙ぐましいような真面目な努力を重ねて、しかも期待する外国語運用能力が身につかない。こんな馬鹿ばかしいことがあろうか。その最大の理由は“学習の時期を逸しているから”である。」引用終了。

しかし、プランにより、小学校から英語を学習すると、現在よりも早い時期に英語の学習が可能となり、英語運用能力の基礎が身につきます。


次に、重要性を説明します。

英語を身につけなければ、世界に置いていかれてしまいます。

　唐須教光、慶応義塾大学教授は『なぜ子どもに英語なのか』2002年の中で以下のように述べています。引用開始。

唐須教光『なぜ子どもに英語なのか』（日本放送出版協会、2002年）、pp. 53-55

「好むと好まざるとにかかわらず、英語は世界の共通語になったのである。それを身につけなければ、個人としてはもとより、国としても世界に置いていかれるのは、見やすい道理であろう。英語は人が働くための道具になってきたのであり、その手段をもたなければ相手にされない状況が出現しつつあるのである。」引用終了。

以上の理由から、 「日本は小学校に英語教育を導入すべきである」と主張します。ありがとうございました。

これから、肯定側の立論を行います。
まず、プランを述べます。

１．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
３．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

では、プランから発生するメリットを２点説明します。
メリット１は「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」です。
まず、発生過程を述べます。（※内因性から解決性まで）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                     　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　                           
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                  　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                   　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                   　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                    　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                    　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                    

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                   　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                    　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                    　　

（※　↑現状の問題点＜内因性＞を説明してください。）

しかし、プランにより　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と、　　　　　　　　　　　　　　　　　　                    　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                   　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                   　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                   　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                   　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                   　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                    　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                    　　

（※　↑プラン後の世界、つまりどのように問題が解決するか＜解決性＞を説明してください）

次に、重要性を説明します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                   　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                    　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                   　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                    　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                   　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                   　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                  　　　　　　　　　　　　
以上の理由から、「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」と主張します。ありがとうございました。
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�肯定側はプランを述べます


�プランから発生するメリットを述べます。2つある場合は１つずつ。


�メリットの発生過程（＝内因性＋解決性）、プランを採択しないと起きる、現状の問題点を述べます。


�内因性（現状の問題点）


�解決性（プランで解決するということ）


�さきほど述べた問題点の重要性を述べます。つまり、その問題はどれだけ大きな問題かということです。


�最後に結論を述べます。





